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　図5　俳禰が疑われる人に声かけができるか
る人と出会ったときに、声をかけることができる
かという問い（図5）では。声をかけることが「で
きない」と回答した者が7L8％で、声をかけるこ
とが「できる」と回答した者は28．2％であった。
声をかけることが「できる」と答えた者の理由で
は、「何とかしたいと思う」が10名、「対応できる
と思う」1名で、声をかけることが「できない」
と答えた者の理由では、「対応が分からない」16
名、「俳徊がわからない」7名、「怖い」4名となっ
ていた（表7）。
3．基本特性と認知症に関する質問のクロス集計
　卒業した高等学校の学科と小・中学校があった
都道府県・市町村の基本特性によって、認知症に
関する質問の回答に差があるか確認してみたが、
認知症を学ぶ機会や認知症のイメージに有意な差
は認められなかった。
□　考察
1．認知症を学ぶ機会
　地域の中で日中の時間を過ごすことが長い学童
期・思春期の者が、認知症を患い俳徊で行方不明
になる高齢者と地域の中で遭遇する可能性もあ
り、小中高生が認知症サポーター養成講座の受講
対象者として国からも示されている。その中で、
その実施状況が高等学校の学科や小中学校がある
都道府県・市町村によって差があるのかを確認す
る目的で比較してみたが差は認められなかった。
このことから、高等学校の学科や小中学校のある
都道府県・市町村に関係なく、認知症を学ぶ機会
や認知症サポーターに関して周知されていない現
状が明らかになった。
　具体的には、認知症サポーター養成講座は全員
が受講しておらず、認知症サポーターという言葉
を知っている者は71名中8名にとどまっており、
認知症サポーター養成講座がスタートして10年経
過した現在においても、地域住民の一員として学
童期・思春期の者に認知症への理解を深めるため
の、認知症サポーター養成講座を受講するための
環境は整っていないことが確認できた。その理由
として、小中高の教育現場における教員が、学童
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期・思春期に認知症に対して理解を深める必要が
あると認識していないことが考えられる。その根
本には国が示している認知症施策が広く国民に周
知されていないことや、地域福祉の推進を担って
いる行政サイドから、教育現場への働きかけが不
足していることも考えられる。
　一方で、アンケート聴取の際、質問内容として
記載していた認知症サポーターにっいて口頭で説
明を加えたうえで、認知症サポーター養成講座を
受講したいかを質問した結果、71名中43名が認知
症サポーター養成講座を受講したいと答え、認知
症の知識をっけたいなどの理由を答えていた。こ
のことから、認知症サポーター養成講座が広く周
知され、小中高で受講できる環境が整えば、受講
者は増加していく可能性があるといえる。
　細川・金子・前田他（2009）4）らは、小学校の
総合学習の時間7コマを利用して、認知症サポー
ター養成講座を実施した成果として、認知症の主
人公の不思議な行動の意味やその時の気持ちなど
を考えることができたことや、養成講座受講後に
高齢者の情緒的イメージ尺度において、総合的に
肯定的イメージに変化していたことを報告してい
る。村山・小池・倉岡他（2013）5）は、認知症啓
発事業を小中学生に実施し、実施後に認知症高齢
者のイメージにっいて調査を行った結果、「認知
症高齢者のイメージ」は「記憶障害」、「言語障
害」、「病気」、「不安・焦燥」となっていたと記
し、小中学生の認知症について理解が深まったこ
とを示している。
　このように、小中学校で認知症に関する講座を
開催し、認知症の理解を深めるための取り組みに
よる成果も報告されていることから、今後は地域
住民の一員である学童期・思春期の者を対象に、
認知症にっいて正しく理解できるような働きかけ
が重要といる。また、今回は大学入学時の学生か
らのアンケート調査しか行っていないことから、
今後は、小中高の教育現場の教員の認知症教育に
対する意識や、小中高における教育現場での認知
症教育の実態とともに、行政からの小中高への認
知症教育の働きかけの実情にっいても把握してい
くことが重要といえる。そのうえで、学童期・思
春期に認知症について正しく学ぶ機会のひとっと
して、認知症サポーター養成講座が受講できるよ
うな環境を、地域間格差なく行政や教育機関と協
力して作っていくことが必要といえる。
　また、大学入学までに認知症について知る経験
があったと答えた48名の理由では「テレビで見
た」が最も多く、次いで「身内に認知症の人がい
た」となっており、身近な生活の中の出来事を通
して認知症にっいて知る機会があり、「授業を受
けた」と答えた者は13名にとどまっていた。この
ことから、現状では認知症にっいて知る機会は、
小中高の教育機関よりも各家庭における環境や個
人の体験が主になっていることが明らかになっ
た。さらに、「授業を受けた」と回答していた13
名の自由記述欄には、小学校では道徳、中学・高
等学校では家庭科、トライヤルウイーク、ボラン
ティア活動などの授業で知ったと答えていた。こ
のことから、小学校では道徳の授業、中学校・高
等学校では家庭科の授業を活用して認知症教育が
行える可能性があると捉えることができた。
　さらに、久木原・内山・阪本他（2011）6）は、
老人クラブの高齢者に認知症に関するイメージに
ついて調査を実施した結果として、認知症に対し
て「恥ずかしい」と答えた人は、受診に対しての
抵抗があったとし、認知症に対する正しい知識を
周知することが必要であると記している。このこ
とからも、現状においては認知症について学ぶ機
会は、個人の体験に頼っている側面が強いが、認
知症にっいて正しく理解できることで、認知症が
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恥ずかしい病気であるという国民の意識が好転す
る可能性もあり、学童期・思春期から広く国民が
認知症について正しく理解できるような、学ぶ機
会の工夫が必要といえる。
2．認知症のイメージ
　大学入学までに認知症について知っていた知識
では、「忘れる」や「わからなくなる」など記憶
障害に関するものと、「感情失禁」や「俳徊」な
どの周辺症状に関する回答がほとんどを占めてい
た。このことから、大学入学までの体験や授業を
通して、イメージの中に認知症の知識として定着
しているのが、認知症の障害の一部に関する知識
であると捉えることができた。
　木村（2008）7）も、地域住民を対象に「認知症
と聞いてイメージすること」を自由記述で調査
した結果、「物忘れ」、「記憶障害」といった中核
症状、「脳萎縮」、「アルッハイマー」、「老化」と
いった病気・病態、「俳徊」、「人格破壊」、「抑う
っ」などの周辺症状が主な内容であったと記して
おり、今回の調査結果と同様の傾向が確認できた。
　さらに、認知症の人と接する場合のイメージで
は、「相手に合わせる」と、認知症高齢者との関
わり方について回答した者が最も多かった。しか
し、「不安」、「大変そう」、「びっくりしそう」な
どの否定的イメージの回答が34．8％に上ってお
り、実際の関わり方に不安を抱いていることが読
み取れた。
　道繁・奥山・杉野（2013）8）が実施した看護学
部の学生に対する認知症高齢者に対するイメージ
の調査結果のでも、学生は認知症高齢者に対して
否定的イメージを持っ傾向にあったと示してお
り、柴田（2007）9）が、短期大学女子学生と女性
介護職員に認知症に関するイメージと知識につい
て実施した調査結果では、介護職員のほうが短期
大学生より、認知症高齢者についてよりよく知っ
ており、そのことが認知症高齢者に対するイメー
ジに影響し、短期大学生よりも介護職員の方が認
知症高齢者のイメージは肯定的であったと示して
いる。
　このことから、認知症のイメージは認知症に対
する知識がない方が否定的イメージをもっ傾向に
あり、否定的イメージを抱いていることで自信を
持って認知症高齢者と関わることができないと意
識していると捉えることができた。そのため、認
知症について正しい知識を多く持っことで、認知
症高齢者へのイメージは否定的イメージから肯定
的イメージに変化していく可能性があると捉える
ことができた。
　さらに、奥村・久世（2009）lo）が実施した、大
学生への認知症高齢者と健常高齢者のイメージの
調査結果では、大学生は健常高齢者に比べて認知
症高齢者に対して否定的イメージをもっており、
高齢者のイメージには、親や祖父母の望ましい態
度や身近なかかわりが影響する可能性があると
し、人格を形成する過程での様々な高齢者との柔
軟なかかわり体験や、世代間の思いやりのある交
流などが重要であると述べている。柴田（2011）］1）
は、教職のための介護等体験に参加する学生を対
象に実習前後に調査を実施し、介護体験の多い者
の方が、認知症高齢者とのコミュニケーションの
可能性を感じており、それが介護する効力感にっ
ながっていると示唆している。このことから、認
知症高齢者のイメージを、否定的イメージから肯
定的なイメージにかえていくには、身近な家族の
存在や学童期・思春期における認知症高齢者との
交流体験が影響を与えるといえる。
　ここで、認知症カフェで認知症高齢者と小学生
の交流を試みた事例を紹介すると、小学生は認知
症高齢者が話す昔話に興味を持ち、素直に質問す
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ることもできていた中で、認知症高齢者の思いを
自然に受け止めることができていた。この場面か
ら、大人は固定観念で認知症という病気や障害を
捉え、頭で考えたうえで対応する傾向があるが、
小学生は病気についての深い知識がない中で固定
観念もなく、ごく自然に認知症高齢者と交流でき、
成功体験を得ることができる可能性を感じた。
　以上のことから、認知症高齢者のイメージを否
定的イメージから肯定的イメージに変えるには、
認知症の病気や関わり方にっいて正しい知識をも
っための教育だけではなく、認知症高齢者との交
流を促す中で成功体験が得られるような教育内容
の工夫が必要といえる。このことにより、認知症
高齢者と自信を持って関われる可能性があり、認
知症で俳徊により行方不明になる可能性がある高
齢者に出会った際も、躊躇なく行方不明になるの
を防ぐための声かけができる可能性がある。
3．俳徊による行方不明時の対応
　認知症の人が俳徊により年間1万人を超えて行
方不明になっている現状の中で、家の近くで俳徊
が疑われる人と出会ったときの対応が「わからな
い」と63名が答えていたが、俳徊が疑われる人と
出会ったときに、声を「かける」と答えた20名の
理由のほとんどが「何とかしたい」となっていた。
木村・石川・青木（2013）12）も、大学生が抱く認
知症高齢者のイメージについて調査を行った中
で、学生は認知症高齢者と何らかの関わりを持と
うとするということがわかったと示している。こ
のことからも、対応がわからない中でも学生は、
認知症で俳徊が疑われる人と遭遇し場合、声をか
けて行方不明にならないように、何とか対応した
いと考えていることが読み取れた。
　一方、俳徊が疑われる人に遭遇した場合、声を
かけることが「できない」と答えた27名の理由は、
「対応がわからない」、「俳徊がわからない」、「怖
い」という回答であった。このことから、認知症
の障害や対応にっいて理解できていないことや、
実際に認知症高齢者と関わり成功体験がないこと
が、自信を持って対応できない不安につながって
いると捉えることができた。
　認知症の周辺症状の一っである俳徊は、精神的
に不安定になると悪化することも考えられてお
り、俳徊している高齢者に出会った時は、その人
の気持ちに寄り添い、精神的な安心が得られるよ
うなごく自然な「笑顔」で、落ち着くような「コ
ミュニケーション」を図ることが大切で、その対
応で行方不明になることを防ぐことができる。そ
の反面、精神的に不安定になることを助長してし
まう、「こわばった表情」で「尋問のような問い
かけ」をすると混乱を招き、暴言や暴力などの周
辺症状が出現する可能性もある。こういった周
辺症状の悪化に対して、「怖い」などの感情を抱
いていることが考えられる。そのため、認知症の
人が不安にならないような、相手の気持ちに寄り
添った対応が可能になるような学びを得る機会が
必要といえる。
　一方で、大澤・松岡・百瀬他（2007）13）は、中学
生以上の住民に認知症に関する調査を実施し、若
年者の認知症への関心の低さと、認知症の人との
関わりに困惑している実状を報告している。この
ことからも、地域住民の一員として日中地域の中
で過ごす時間が長い小中高生に、認知症にっいて
の関心が高まるような働きかけが重要といえる。
　これらのことから、小中高生の認知症への関心
を高め、認知症で俳徊している人が安心できる対
応が可能になるような学びを得る機会が必要で、
そうすることで、地域の中で認知症を患い俳徊に
より行方不明になった場合でも、行方不明者の早
期発見に結び付くだけでなく、俳徊による行方不
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明者を減らすための地域の中での大きな力とな
り、認知症になっても安心して生活できる地域作
りにっながる可能性がある。
まとめ
　地域住民の一員である学童期・思春期の者が認
知症に関して学ぶ機会があるのかなど、現状を把
握することを目的に、大学入学直後の学生に認知
症に関するアンケート調査を実施した結果、出身
校がある都道府県・市町村や卒業した高等学校の
学科によって、認知症に関して学ぶ機会やイメー
ジに差は見られず、これらの現状から、1．認知
症にっいて学ぶ機会、2．認知症のイメージ、3．
俳徊による行方不明時の対応の3点について今後
の展望を導いた。
　認知症にっいて学ぶ機会では、大学入学までの
期間に認知症サポーター養成講座の受講が進んで
いない状況や、認知症にっいて小中高の教育現場
で学ぶ機会が少ないことから、認知症高齢者を地
域で支えていくための認知症教育の必要性が広く
国民に周知され、小中高の教育現場においても認
知症サポーター養成講座を取り入れるなどの教育
環境を整えていく必要がある。
　認知症のイメージでは、否定的イメージを抱い
ている者が多かったことから、肯定的イメージに
変化させるために、学童期・思春期から認知症の
病気や関わり方にっいて、正しい知識をもっこと
ができるように教育内容の工夫に加え、認知症高
齢者との交流を促していくことが必要である。
　俳徊による行方不明時の対応では、自信を持っ
て声をかけることができないと答えた者が多かっ
たことから、地域住民の一員として日中地域の中
で過ごす時間が長い学童期・思春期の者が、認知
症への関心を持ち認知症の人が不安にならない対
応を習得することで、認知症になっても安心して
生活できる地域作りの中で、大きな力になる可能
性がある。
　しかし、今回のアンケート調査の結果から導い
ている展望は、調査対象が全国規模の調査ではな
く、本学社会福祉学科入学生のみの対象であるこ
とから対象に偏りがあることや、学生サイドにの
み調査を行っており、小中高の教育現場や、地域
福祉を担う行政には調査を行っていないことを考
慮しておく必要がある。
　先行研究においては、認知症のイメージや知識
についての研究報告は多数あったものの、認知症
に関して学ぶ機会になった時期や場所について、
調査を実施している報告は見当たらなかった。そ
のため、「認知症を知り地域を作る10力年」キャ
ンペーンがスタートしてちょうど10年目である
2015年時点で、認知症サポーターへの周知が進ん
でいないことや、学童期・思春期に学ぶ機会が少
ないことを示すことができたことに、一定の成果
があったといえる。
　今後は、今回導かれた展望の実現に向けて取り
組んでいくとともに、小中高の教育機関と行政に
も聴き取り調査を実施し、教育機関と行政の実情
を把握するとともに、教育機関や行政と協力して、
認知症になっても安心して暮らせる地域作りを目
指していきたい。
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